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 研究実績の概要

　令和6年はクラスタ間の資源共有機構から始まり、クラスタを構成する（物理）端末の起動時間
短縮や（仮想敵端末である）コンテナの起動時間の短縮に取り組んだ。物理端末起動時間の短縮
は1980年代のNFSなどを用いたディスクレスブートから続く研究テーマである。ディスクが安価か
つ高速になったことから、一般的な計算機ではディスクレスブートは往時に比べて注目されてい
ない。しかし、2000年代からの仮想マシンを利用する設備・施設ではマイグレーションを容易に
実現するために計算ノードとストレージを分離し、iSCSIなど末端技術が変わるもののネットワー
クブートが使われている。2020年代の Raspberry Pi も第一ストレージが小容量・低速・不安定
であるmicroSDであるため、可用性や高速性の改善のためにネットワークブートを用いる工夫が続
けられている。そして、Raspberry Pi に PCIバスや M.2 スロットが装備される状況が整ったた
め、microSD以外のディスクを前提にシステム構築が可能となった。令和6年度の研究ではディス
クとネットワークを併用する方式を設計した。内蔵ディスクから起動やネットワークからの起動
という両極端以外に、内蔵ディスクから起動するブートローダをネットワークで配布するなど中
間的な起動が可能となる。一般的な計算機ではかねてより使われていたが、Raspberry Pi への適
用例の報告はなく、有効性の高い研究である。
　コンテナ起動時間の短縮については起動が積み重ねたレイヤ毎に処理される点、途中にレイヤ
に変更があるとそれ以降のレイヤはリモートから再取得する点に着目して、レイヤ管理の構造を
設計した。具体的には従来の直線的な構造を木状の構造に改めた。
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